
市からの補助金の額

（最大）107.5万円／戸

※所得に応じて40万円、85万円

（改修費用の5割まで）

昭和５６年（１９８１年）５月３１日以前に建てられた木造住宅に対する豊中市耐震補助制度（２０２６年度）

耐震診断費用の補助

●耐震診断とは：建築士などが建物の現地

調査を行い、大地震で倒壊する可能性を

計算し、数値による評価をします。

●評価の基準：1.5以上 倒壊しない

1.0～1.5未満 一応倒壊しない

0.7～1.0未満 倒壊の可能性がある

0.7未満 倒壊の可能性が高い

●耐震診断費用の目安（木造戸建ての場合）

5万円～15万円程度

市からの補助金の額

（上限）5.0万円／戸

（診断費用の11分の10まで）

耐震設計費用の補助

●耐震設計とは：耐震性が不足(評点1.0未満）

して補強工事を考える場合、予算や工事時期

などの希望にそって建築士が補強内容を設計し、

工事費用を見積もります。

●補助対象となる設計：評点1.0未満の場合、1.0以上にする設計

評点0.7未満の場合、0.7以上にする設計又は

2階建住宅の1階部分を1.0以上にする設計

●耐震設計費用の目安（木造戸建ての場合）

15万円～25万円程度

耐震改修費用の補助

●耐震改修とは：耐震設計に沿って、耐震性を高め

る補強工事をします。

●水回りのリフォームやバリアフリー工事などと合わせ

耐震改修工事を行えば経済的です。

除却(解体)費用の補助

市からの補助金の額

（上限）40万円

耐震性が不足していた場合、解体する補助も

あります。

着手（契約）前に手続（申込、交付決定）が必要です。着手（契約）後は申込できません。

受付期限は2026年12月末予定ですが、予算枠に達し次第受付を終了することがあります。

豊中市役所 第二庁舎５階 都市計画推進部 建築審査課

電話 ０６－６８５８－２４１７

家の耐震性を
把握しよう！

設計すれば
工事費用が
分かるよ！

補強して
安心！

※所得要件等あります。

※代理受領ができます。

市からの補助金の額

（上限）10万円／戸

（設計費用の7割まで）

※所得要件等あります。

●費用の計算例（耐震診断の場合）
耐震診断費用6万円 ー 市補助金５万円 ⇒ 自己負担１万円

解体する
場合の補助！

住まいの耐震化への３ステップ

耐震設計と耐震改修の補助を
同時に申し込むこともできます！！

※代理受領ができます。

※所得要件等あります。

※代理受領ができます。
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